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Abstract

 
The purpose of the present study was to show what the dance philosophies of contemporary dance artists influenced

 
on the dance workshops for children through the contemporary dance artist’s own contents of the stories. Using

 
interview research and analysis using method modified-grounded theory approach,that data were collected from four

 
contemporary dance artists.It was content for dance philosophies,dance workshop methodology,and way of thinking

 
about that relationship. The results indicated 3 categories, including 10 subcategories, and 22 concepts. And the

 
attitudes to accept the variety of values including things that accept not as dance until now,and the dance philosophies

 
of the personality expression through freewheeling thinking influenced on dance workshop methodology.These things

 
common to the what is considered important in dance classes in school education.For example,they are“The removing

 
the awareness that is not good at dance”and“The education philosophies of Goal-free”.And the contemporary dance

 
artist has the improvisation skills agreeable to participant. This skills are used mainly “The time of playing and

 
improvisation”in the dance workshops for children.Accordingly,contemporary dance artists has originality method

 
of dance workshop for children.

contemporary dance, workshop for children, dance philosophies, method of
 

facilitation in dance

Ⅰ.研究の背景

１.ダンス・ワークショップの広がり

中野は，ワークショップ（以下WS）の定義を，「講

義などの一方向な知識伝達のスタイルではなく，参加

者が自ら参加・体験して共同で何かを学びあったり，

創り出したりする学びと創造のスタイル」であるとし

ている（2011，p.11）．学校教育の中では，教師と児童・

生徒，児童・生徒同士が交流しながら主体的に進める

ような授業は「講義型」と対比して「WS型」と呼ばれ

る．そして体育の中でも，「目標にとらわれない評価」

の実践のために有効な方法であると評価され（鈴木・

塩澤，2006），体育の中のダンスにおいてもWSという

方法が注目されている（松本・濱田，2011；高橋，2014）．

教師自らが行うWS型のダンス授業とは別に，特に

芸術家による小学校児童を対象としたダンスWSが

コミュニケーション教育に有効であるとする者もいる

（高橋ほか，2013）．先述の中野は，WSの分類において，

ダンスWSを「アート系」と位置づけているが，ダン

スWSには表現を中心とする「アート系」でありなが

ら，「児童生徒のコミュニケーション能力の育成に資す

る芸術表現体験事業（以下，芸術表現体験事業）」など

で行われる「教育系」のWSと えられるものや，コ

ミュニティ・ダンスと呼ばれる地域活性化事業の一環

として行われる「まちづくり系」と結びついたものも

ある（木野，2016）．さらに，「年齢・性別・国籍・障

がいの有無など様々な境界を越えて，あらゆる人が参

加できる」ダンスWS実践を通じて，「社会問題解決の

糸口をつかむ」ことが可能になる（岩澤，2014）とす

る者もいる．

このようにダンスWSは，アートの創造体験を共に
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楽しみ学ぶということを道具として，学校教育やコ

ミュニティづくり，社会教育に役立てるべく活用され

ることがある．

日本でNPOなどを中心に2000年ごろから，また文

部科学省の「芸術表現体験事業」としては2010年から

取り組まれている，芸術家によるダンスWSは，イギ

リスのクリエイティブパートナーシップやアメリカの

ティーチングアーティストなどの制度を参 に導入さ

れているが，英米ではこれらを実践する指導者の育成

に関する仕組みについて検討した研究が多く発表され

ている（Huddy&Stevens，2011；Risner，2012）の

に対して，日本ではダンスWSの成果を検証した研究

が少ないことが問題視されている（苅宿，2013；富田，

2012；吉本，2011）．

日本におけるダンスWS実践の成果について実証

や論 した研究としては，原田（2012）の，ダンスWS

に参加した高校生へのインタビュー調査から自己と他

者の「個性」を認識し尊重しあうことや，“現在（今）

の自分”を受け容れることなどの高校生の気付きをま

とめたものや，コミュニティ・ダンスWSに参加した

大学生に対して「二次元気分尺度」などの尺度を用い

て行った調査から参加者がポジティブな心理状態へと

気分を高めることを明らかにした白井（2012）による

研究などがある．また先述の岩澤（2014）は，札幌市

地域住民を対象とした実践をもとにコミュニティ・ダ

ンスWSの社会的有用性について論 を加えている

が，その目的は，創造性を引き出し共有するというプ

ロセスをいかに引き出すかというファシリテーション

の方法論を明らかにすることであった．

しかし，文部科学省の「芸術表現体験事業」はこれ

まで小学校を中心に実施されている（木村，2010）．行

政の関心は，次代を担う児童や生徒の教育に資するこ

とであり，この関心に応えるためには，児童や生徒を

対象としたダンスWS実践の効果検証をより多く示

すことが必要であるといえる．

２.コンテンポラリー・ダンスに期待されてい

ること

「芸術表現体験事業」で採用されているダンスWS

や，コミュニティ・ダンスWSでは，多くの場合にコ

ンテンポラリー・ダンスが用いられている ．このよう

に活用されているコンテンポラリー・ダンスはそれぞ

れの場面において，どのような効果があると えられ

ているのか．

文部科学省は，2010年より＜コミュニケーション教

育推進会議＞を設置し，コミュニケーション能力を推

進する具体的な方策や普及のあり方を検討している．

その一環として開始されたものが「芸術表現体験事業」

である．従って，「芸術表現体験事業」に期待される効

果は，＜コミュニケーション教育推進会議＞で定義し

ているコミュニケーション能力「いろいろな価値観や

背景をもつ人々による集団において，相互関係を深め，

共感しながら，人間関係やチームワークを形成し，正

解のない課題や経験したことのない問題について，対

話をして情報を共有し，自ら深く え，相互に えを

伝え，深め合いつつ，合意形成・課題解決する能力」

（コミュニケーション教育推進会議，2011，p.５）を促

進することであると えることができる．また岩澤の

コミュニティ・ダンス研究では，境界を超えて問題解

決の糸口を摑むことがコミュニティ・ダンスの主たる

効果であると前提されている．これらの共通点は，対

象者の年齢や性別そして価値観を超えて関わりあいを

生み出すところにあると えることができ，WSの道

具として用いられるコンテンポラリー・ダンスへの期

待はここにあると推察することができる．

３.ダンス観の影響

教育場面では一般に，期待と目標があって指導法が

案される．学校教育においても，何を身につけさせ

たいかという目標と学習内容の特徴から指導法を選択

する．ダンスを用いた教育であれば，指導者がダンス

をどのようなものであると捉えているか，ダンスがど

ういったことを媒介することに期待しているかという

「ダンス観」と，その方法論には相関があると えるこ

とができる．同様に，ダンスWSにおけるファシリ

テーターのダンス観はダンスWSの方法に影響する

といえる．

コンテンポラリー・ダンスを用いたWSでは対象者

の年齢や性別そして価値観を超えて関わりあいを生み

出すことが目標にされているとすると，そのWSを実

施するファシリテーターのダンス観もダンスのこうし

た特徴を評価し活用しようとする態度を背景に持つこ

とが予想される．一方，堤（2003）はアーティストが

WSを実施する目的は様々であると述べている．体育

科の中のダンス授業から離れて行われる「芸術表現体

験事業」やコミュニティ・ダンスでは，ファシリテー

ターとなるアーティスト個人のダンス観が反映されや

すいと えられる上，コンテンポラリー・ダンスはそ
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のアーティストごとの え方が多様であることに特徴

があるともされている（牛山，1997）．

これらを受け浮かんでくる問いは，特に小学校児童

（以下児童）を対象としコミュニケーション能力促進を

目標とした教育事業の中でのダンスWSを前提とし

た時にも，ダンス観やそこから生まれる方法論に，ファ

シリテーターとなるアーティストごとの個人差がある

ものなのか，ということである．さらに，これらを説

明する資料は，アーティスト自身の思 内容と実践さ

れたWSの客観的評価の照合により得られるもので

あると えられるが，現状ではアーティストによる

WSの客観的評価を行うための尺度が未整備である．

そこで，まずはアーティスト自身の言葉で語られたダ

ンス観とWS実践に対する え方を分析し，客観的評

価のための尺度を検討することが必要である．こうし

てダンスWSを実践するアーティストのダンス観と

WSの方法論の関係やその個人差が明確になれば，コ

ンテンポラリー・ダンスを用いたより効果的な教育実

践への示唆が得られると える．

Ⅱ.研究目的

本研究の目的は，コンテンポラリー・ダンスを専門

とするアーティストのダンス観が児童を対象とした教

育事業としてのダンスWSの方法論にどのように影

響しているのかを，アーティスト自身の言葉から明ら

かにすることである．

Ⅲ.方 法

本研究では，アーティスト自身が語るダンス観や

WSの方法論を抽出する為にアーティストへのインタ

ビュー調査を実施し，発言内容を質的方法で分析した．

１.インタビュー対象者

インタビュー対象となったアーティストの特性を表

１に示す．コンテンポラリー・ダンスを専門とし，ダ

ンスWS実施経験の豊富なアーティストを，偏りなく

抽出するため，四方田ほか（2013）の目的的サンプリ

ングを参 に，アーティストを教育の現場に派遣する

という事業の実績がある団体（茂木と郡司，2013）で

ある＜特定非営利法人 芸術家と子どもたち＞ の事

業の中で身体表現のWSを実施した経験があるアー

ティスト61名の中から年齢，性別を勘案して選定した．

表１より，４名のアーティスト（男性２名，女性２

名）は，約10～20年のコンテンポラリー・ダンス経験

歴を有し，エリクソンの「10年ルール」（山内と森と安

斎，2013）によれば，４名ともアーティストとしての

熟練者であることが確認された．また，カンパニーを

主催するA2とA4は，昨年１年間実施したWSの回数

は２回であり，A1とA3に比べて少ない．しかし，A2

はダンスWSの方法が評価され，＜NPO法人 ジャ

パン・コンテンポラリーダンス・ネットワーク＞ の

「学校の先生のための舞踊教育」の教材提供をしてい

る．A4は＜財団法人 地域創造＞ の行う「公共ホー

ル現代ダンス活性化事業」の登録アーティストを担っ

ていた経歴がある．よって，４名とも十分なダンスWS

実施経験を有する者であるといえる．

２.調査内容と調査実施の手続き

調査は，アーティストの えの流れを大切にしつつ

所期の事柄について聴き取るために，半構造化インタ

ビューの手法で行われた．インタビュー・ガイド（表

２）は，先行研究（松井，1998；佐東，2010）で示さ

れたアーティストへのインタビュー項目を参 に，本

研究者と舞踊学の知識を有する大学教員との協議の上

作成された．

表１ アーティストの特性

アーティスト名 A1 A2 A3 A4

性別 男 男 女 女

年齢 30才 42才 30才 45才

コンテンポラリー・ダンス経験歴 10年 15年 11年 22年

カンパニーの主催（備 ・継続年数) なし（所属) あり（13年) なし（フリー) あり（16年)

昨年１年間実施したWSの回数 13回と年間隔週 ２回 15回と毎週 ２回

※ここでの「コンテンポラリー・ダンス経験歴」は，「コンテンポラリー・ダンスを学び，ダンサーとし

て活動し始めた時から今までの年数」を指す．
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インタビューは2015年３～４月の間で，実施される

環境条件が４名の間でなるべく同等となるよう統制し

て実施した．調査前に研究目的と方法，人権擁護に関

する説明を行い，インタビュー調査の実施と録音につ

いて承諾を得た．

質問の順序は，鈴木（2005）を参 に，年齢などの

答えやすいと えられる内容から，コンテンポラ

リー・ダンスの具体的な経験とダンス観へと，本人の

意識を引き出せるよう工夫し，配列した．また，４名

のアーティストは，未就学児から高校生までの対象者

へのダンスWS実施経験があったため，インタビュー

時に質問者が用いる「児童」ないし「子ども」という

語は小学生を指すことを始めに説明した．

インタビューは各回約１時間で行われ，すべての発

言内容は ICレコーダーに録音され，それを基に逐語

録を作成した．発言量は，それぞれA1は4308字，A2は

6123字，A3は6970字，A4は6390字であった．

３.分析方法

分析方法には，インタビュー調査を用いた質的研究

方法である修正版グラウンテッド・セオリー・アプロー

チ （以下，M-GTA）を参 とした．M-GTAは分析

手順が明確に示されていて，隣接領域での先行研究（苅

宿ほか，2012；寺山・細川，2011；四方田ほか，2013）

が多い上，特に「データに密着した分析から独自の説

明概念をつくって，それらによって統合的に構成され

た説明力に優れている」，「研究者によってその意義が

明確に確認されている研究テーマによって限定された

範囲内における説明力にすぐれた理論である」，「『研究

する人間』の視点を重視する」という３点の特徴が，

本研究の目的と合うものであると えた．

４.分析手順

⑴ オープンコーディング

本研究では，その人物の特徴となる情報を抽出する

ために，出現回数が少ないデータにも注目する必要が

あるため，形態素解析の手法は用いずに，意味の分か

るまとまりのある文章（以下，これをコードとする）

を切り出した．

⑵ 選択的コーディング

苅宿ほか（2012）のコミュニケーション・デザイン

教育の学習成果を示すことを目的に行われた研究を参

に，本研究で，ダンス観のダンスWSの方法論への

影響を確かめるために設定していたインタビュー項目

を，カテゴリー生成の参 とした．

⑶ 結果図の作成

「選択的コーディング」で生成された概念ごとに分析

ワークシートを作成し，ストーリーラインを書いた上

で，結果図を作成した．分析ワークシートのうち，ダ

ンス観の影響に関わる内容の１つである「概念６ ダ

ンス作品の創作方法」を例として表３に示す．

⑷ 妥当性の確保

質的研究の妥当性を高めるための方策には再テスト

法や複数の研究者の視点を導入するトライアンギュ

レーション，反証事例の検討があげられる．また，鈴

木によれば，半構造化インタビュー調査実施時は，信

頼性ではなく，信憑性 の確保が重要とされている

（2005，pp.16-17）．そこで本研究では，信憑性の確保を

重要視し，妥当性の確保のためにインタビュイーへの

解釈の確認の作業と補足のインタビュー調査，複数の

研究者（舞踊学の知識を有する高校教師１名と大学教

員１名）による分析を行った．

表２ インタビュー・ガイド

ダンス観

項目１ 自分の創作活動やメソッドに影響しているバックグラウンドについて

項目２ アーティストになるまでの経緯

項目３ 自分の作品の創作方法とその え方について

ダンスWSの方法論

項目１ 長期的なWSと１回の体験的なWSの進行や方法の違いについて

項目２ 自身の持っているワークの種類と目的について

項目３ 児童を対象としたWSと自分の創作活動で用いるメソッドや え方の相違点
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表３ 分析ワークシート（例：概念６）

概念６：ダンス作品の創作方法

定義 ダンス作品の創作過程に用いる方法

A1 １ すごい自分は感覚人間なので，そんなになんかその言葉とかではなかなか…イメージはあるけど．具体的

な，例えば小説とかをもとにしてる人もいるけど，それはなくて，直感…絵を描くような．油絵だと，感

覚的に自分がどんな色が好きかとか，使う色っていうのがあるように．だから自分の好きな動きとか，イ

メージからそうゆうものをつくっています．

A2 １ 作品の内容はまた，作品のテーマに対してつくるので，全然変わってくるけど．身体の使い方と え方は

同じ．何をするかっていうのは，テーマというかタイトルによって変わってくるから，現れてくるものは，

全然違うものになったりはするかな．基本的には頭で える作業かな．

A3 １ あるね．ある．私も作品をつくって世に出していくタイプではなくて．対象が決まってるときに，じゃあ

その人たちが楽しめるためにはどうしたらいいかを える．自分が世の中にいいたくてっていう作家タイ

プではなくて．だからその作品をつくろうと思った起こりによってかなり違くて．衣装から入ることもあ

れば，音楽から入ることもあるし．この動きやりたいってときもあるから，そうすると，作り方がぜんぜ

ん違うかも．そうだね．美術出だからさ，結構美術とりあえずどーんって置いてみて，遊ばせてみて，そ

れ面白いねみたいにしてつくることもあるかなー．だから作品にしてくださいって言われなくても例えば

遊んでるうちにそれ面白いね，じゃあさこうしてみようよってすることもある．

２ あーでも思いつきなんだよね．好みはあるけど．結構私は舞台にしろダンスにしろ切り取って絵みたいに

みちゃうというか．あーきれいな絵があったなって思うと，好きだなって思っちゃうから．そうゆう見方

かもしれない．面白いと思うところは．

ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

A4 １ 作品をつくる目的？んー…やっぱりなんかこうイメージとか内的なイメージとか自分が疑問に思っている

こととか興味を持っていることとかを，かたち，ダンスっていうそうゆうものに落として，人になげかけ

て，で，それに対してなんかこうどうゆうふうに返ってくるかとかってことをしたいんじゃないかな．

２ そうだね．さらに作品としてまとめるときって，もうひとつ演出上の視点とか，より大事にするものって

でてくると思う．

コンセプトもそうだと思うし，うん．うん．それも，作品とか作品の中でもケースバイケースかな．すご

く断片的にこうゆう雰囲気なんだよねって渡すこともあれば，それをアイディアにダンサーが探した，そ

れを見た，それで最終的にそれを収集していくってこととか．アイディアはふって，それに対してダンサー

が動いてくれて，それに対して再構成していくってことが多いかもしれないね．あんまり100％振りを渡

すってことはあんまりもともとないかな．どうしてもこのシーンだけ，自分が持ってるものがクリアーだ

から渡したいってこともあったりするけど．どっちみちダンサーのからだが違うから．私がやって一番よ

く見えるものがダンサーがやって一番よく見えるものとは思わないし．そのダンサーのからだを通せば

もっと効果的に見えるものがあるとかって思ったりするでしょ？そうだね．ダンサーのからだには，やっ

ぱり通すね．そうだね．例えば，10分の作品作る時に１分の振りを渡すとかってして，そっから発展させ

ていくってことはあるけど．全く全部を投げるってことはしない…ね．

そうだね，振りだけはないし．

理
論
的
メ
モ

・A1は自身のダンス以外の活動（油絵）をダンス作品創作時に活かしている．

・A1とA3は「感覚（直感，思いつき）」や「好み」，「好きなもの」を創作の動機としている．

・A2は「身体の使い方・ え方」と「テーマ」を別のものと え，「身体の使い方・ え方」はどの作品も共通してお

り，ダンサーとともに行うこと，「テーマ」は作品によって異なり，１人で えること，と捉えている．

・A3とA4はなぜ自分が創作活動を行うのか，という活動自体の動機について述べた．A3は自分を「作家タイプ」で

はないとし，対象に合わせて作品を創作し，A4は自身を主体とし，人に投げかけ，返答を知りたいから，と述べた．

A4はA3の表現する「作家タイプ」であると えられる．

・A4は作品の創作方法はその時の作品の主題によって異なることを前提とし，ダンサーとのコミュニケーションやダ

ンサーを活かすことを重視することについて実際の場面を振り返りながら述べた．
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Ⅳ.結 果

１.カテゴリーと概念

分析の結果，３個のカテゴリーとそれぞれに含まれ

る10個のサブカテゴリー，22個の概念が抽出された．

これらの構成と各概念が抽出されたアーティストを表

４に示す．なお，各概念の定義と具体例は表５に示す．

以下に，カテゴリーを【 】，サブカテゴリーを『 』，

概念を＜ ＞で示す．まず，【ダンス観】のカテゴリー

は，『ダンス観の基盤となっている経験』，『コンテンポ

ラリー・ダンスの捉え方』，『ダンス作品創作に関する

価値観』の３個のサブカテゴリーで構成された．この

うち，『ダンス観の基盤となっている経験』は＜自分の

意思での選択＞，＜重要人物との出会い＞，『コンテン

ポラリー・ダンスの捉え方』は＜発想の転換＞，＜自

由＞，『ダンス作品創作に関する価値観』は＜ダンス作

品の特徴＞，＜ダンス作品の創作方法＞，＜ダンサーの

存在＞の各概念で構成された．【ダンスWSに関わる

こと】のカテゴリーは，『目的』，『進行方法と進行時の

態度』，『ワーク』，『対象者，環境，実施条件への対応』

の４個のサブカテゴリーで構成された．このうち，『目

的』は＜自分らしさ＞，＜苦手意識の払拭＞，＜楽し

さ＞，＜非日常体験＞，『進行方法と進行時の態度』は

＜対象者に合わせた即興的な展開＞，＜アーティスト

として接する＞，『ワーク』は＜遊びと即興＞，＜コミュ

ニケーション＞，＜鑑賞＞，＜振付＞，『対象者，環

境，実施条件への対応』は＜判断材料＞の各概念で構

成された．そして，【ダンス観がダンスWSに影響して

表４ カテゴリー及び概念一覧

カテゴリー サブカテゴリー 概念
コードの有無

A1 A2 A3 A4

ダンス観 ダンス観の基盤となって

いる経験

１ 自分の意思での選択 有 有 有 有

２ 重要人物との出会い 有 有 有 有

コンテンポラリー・ダン

スの捉え方

３ 発想の転換 有 有

４ 自由 有 有 有

ダンス作品創作に関する

価値観

５ ダンス作品の特徴 有 有 有 有

６ ダンス作品の創作方法 有 有 有 有

７ ダンサーの存在 有 有 有 有

ダンスWS

に関わるこ

と

目的 ８ 自分らしさ 有 有 有 有

９ 苦手意識の払拭 有 有

10 楽しさ 有 有 有

11 非日常体験 有 有 有 有

進行方法と進行時の態度 12 対象者に合わせた即興的な展開 有 有 有 有

13 アーティストとして接する 有 有 有

ワーク 14 遊びと即興 有 有 有 有

15 コミュニケーション 有 有 有

16 鑑賞 有

17 振付 有 有 有 有

対象者，環境，実施条件

への対応

18 判断材料 有 有 有 有

ダンス観が

ダンスWS

に影響して

いると捉え

ていること

ダンス作品創作に関する

価値観

19 ダンス作品の特徴 有 有

20 ダンス作品の創作方法 有 有 有 有

進行方法と進行時の態度 21 対象者に合わせた即興的な展開 有 有

相違点 22 目的 有 有 有 有
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表５ 各概念の定義及び具体例

カ
テ
ゴ
リ
ー

概念 定義 具体例（発言したアーティスト名）

ダ
ン
ス
観

自分の意思での選

択

自分の意思でコンテンポラリー・

ダンスに取り組むこと

身体を使った前提的な新しいものをやりたくて，（元々所属

していた油絵専攻から）転向（転科）して（コンテンポラ

リー・ダンスに取り組み始めた）（A1）

重要人物との出会

い

自分のダンス観に影響を与えた人

物とのエピソード

（海外で一緒にダンスの活動をしていた）彼らとワークした

こととかっていうのは，自分の創作活動には大きく影響し

ているかなって感じ．創作の方法もそうだし，身体の使い

方もそうだし．（A4）

発想の転換 多様な価値観を認めていくこと 今までこうゆうものがダンスだと思われていたものが，

もっと自由になっていって，ある種誰でもできる，発想の

転換の産物だと思うんですよね．（A2）

自由 自由なダンスであるということ 正解がない感じがいいんじゃないかな．上手下手もあんま

りないし．（A3）

ダンス作品の特徴 ダンス作品創作時に大切にし，自

分のダンス作品の特徴と捉えてい

ること

（作品を創作する時に気にしている事は）身体と空間の中で

（は）自分の身体ってよりは，空間の方が，（意識している．

または，）間とかの方が意識が高くて．（A1）

ダンス作品の創作

方法

ダンス作品の創作過程に用いる方

法

作品の内容はまた，作品のテーマに対してつくるので，全

然変わってくるけど．身体の使い方と え方は（いつも）

同じ．（テーマは）基本的には頭で える作業かな．（A2）

ダンサーの存在 ダンサーに合わせて創作する そのダンサーのからだを通せばもっと効果的に見えるもの

があるとかって思ったりするでしょ？（A4）

ダ
ン
ス
Ｗ
Ｓ
に
関
わ
る
こ
と

自分らしさ 自由な発想で身体を解放すること

を通して自分らしさをだすこと

その（時の）自分にしかできない，即興的なダンスを最終

的にやるっていうのを目標にしてるけど．（A1）

苦手意識の払拭 ダンスに苦手意識がある児童に対

して自信を持たせてあげること

子どもたちにとってあー自分もダンスやっていいんだと

か，リズム感ないけどダンスできるんだとか，（そうゆう子

に）フィットするといいなというのはあるかな．（A2）

楽しさ 楽しいと感じること 基本的に楽しんでくれればいいんだけど．（A4）

非日常体験 日常的に体験できないことや人と

触れあうこと

アーティストがいく意味って えた時に，非日常的な感じ

だったり，こんなことを仕事にしてる大人がいるってこと

にびっくりしちゃうじゃない．おそらく．（A4）

対象者に合わせた

即興的な展開

その場その時の対象者の様子を見

て進行する

結構やっぱり雰囲気をみるっていうのは重要で．決めない

でいく．（A2）

アーティストとし

て接する

「教える」という立場にならないよ

うに接する

なんか先生にならないようにしようって思ってるかな．あ

の人めっちゃ楽しそうやんみたいな人になりたい．（A3）

遊びと即興 遊びと即興を活かしたワーク 自分の手と目を相手とこうやって，この距離をキープして

ついてきてくださいとかやると，押したら離れてくし，ひ

ねったらこうなるじゃん？こう変なとこ変なとこに相手を

いかせるとダンスになるというか，身体のいろんなかたち

が自然とできちゃう．結構単純そうですね．その時の流れ

でちょっと決めてくっていう．だし，ゲームっぽいから．

遊びだすっていうかさ．（A2）
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いると捉えていること】のカテゴリーは，『ダンス作品

創作に関する価値観』，『進行方法と進行時の態度』，『相

違点』の３個のサブカテゴリーで構成された．このう

ち，『ダンス作品創作に関する価値観』は＜ダンス作品

の特徴＞，＜ダンス作品の創作方法＞，『進行方法と進

行時の態度』は＜対象者に合わせた即興的な展開＞，

『相違点』は＜目的＞の各概念で構成された．

２.共通して抽出された概念と抽出人数が異な

る概念

４名から共通して抽出された概念は，【ダンス観】に

おける＜自分の意思での選択＞，＜重要人物との出会

い＞，＜ダンス作品の特徴＞，＜ダンス作品の創作方

法＞，＜ダンサーの存在＞と，【ダンスWSに関わる

こと】における＜自分らしさ＞，＜非日常体験＞，

＜対象者に合わせた即興的な展開＞，＜遊びと即

興＞，＜振付＞，＜判断材料＞，【ダンス観がダンス

WSに影響していると捉えていること】における＜ダ

ンス作品の創作方法＞，＜目的＞の13個の概念であっ

た．

一方で，【ダンス観】における＜自由＞，【ダンスWS

に関わること】における＜楽しさ＞，＜アーティストと

して接する＞，＜コミュニケーション＞は３名のアー

ティストから抽出された．【ダンス観】における＜発想

の転換＞，【ダンスWSに関わること】における＜苦手

意識の払拭＞，【ダンス観がダンスWSに影響してい

ると捉えていること】における＜ダンス作品の特

徴＞，＜対象者に合わせた即興的な展開＞は２名の

アーティストから抽出された．そして，【ダンスWSに

関わること】における＜鑑賞＞はA4のアーティスト

からのみ抽出された．

３.結 果 図

ダンス観とダンスWSの関係を図１に示した．

図１より，ダンス観については，ダンス観を形成す

る基盤となっている経験があり，その経験が影響した

コンテンポラリー・ダンスの捉え方や，ダンス作品創

作の価値観で構成されている．そして，そのダンス観

はダンスWSの目的，進行方法と進行時の態度，ワー

ク，対象者や環境，実施条件への対応へと影響してい

る．しかし，WSの目的，進行方法と進行時の態度，ワー

クの中にはダンスWS独自の え方や方法も存在し

コミュニケーショ

ン

ペアやグループ活動を通し参加者

同士がコミュニケーションを取る

ことができるワーク

（グループに分けて）じゃあここからはさっきやったことを

組み合わせて自分たちでつくってみようみたいな．（こと

を）やるね．（A3）

鑑賞 自分自身のダンスを鑑賞させる

ワーク

（ダンスWSの中で児童の前で）踊る機会があれば踊った

方がいいだろうなっていうのは，最近は私は思うな．（A4）

振付 ステップなど既存の動きを用いた

ワーク

１つのシーンとして（アーティストの創った）振り（省略）

を児童に教えることもある．（A2）

判断材料 内容やワークの選択を判断する条

件や環境，対象者の特徴

大人向けのときは振付をやるけど，幼稚園の単発とかでは

やらない．すぐに音楽を流してこっちが動いて真似をした

ら即座に簡単に振付になるようなものをやる．（A1）

ダ
ン
ス
観
が
ダ
ン
ス
Ｗ
Ｓ
に
影
響
し
て
い
る
と
捉
え
て
い
る
こ
と

ダンス作品の特徴 ダンス作品創作時に大切にしてい

ること，自分のダンス作品の特徴

と捉えていることを活かしている

演出とかは似てるかもしれない．（A1）

ダンス作品の創作

方法

ダンス作品の創作過程に用いる方

法が共通している

やってるワーク自体は実は大人も子どもも一緒なんだよ

ね．（A2）

対象者に合わせた

即興的な展開

その場その時の対象者の様子を見

て進行するという方法が共通して

いる

似てるっちゃ似てるかも．（省略）いろんな回路（省略）（や）

用意したものって頭にあるけど，そのときによって変えて

いかなきゃいけないというか．（そういったところが似てい

る．）（A1）

目的 内容は同じでもレベルやねらいが

異なる

ある程度の時間使ってトレーニングしていくっていうカン

パニーのあり方と，たった１回か２回会ったこどもたちに

ダンスの楽しさを伝えるなら，（省略）なかなか（同じこと

は）教えづらいよね．（A4）
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ている．

ダンス観がダンスWSへと影響している具体的な

内容には，コンテンポラリー・ダンスの捉え方の目的

への影響，ダンス作品の創作方法のWSの内容への影

響，対象者に合わせた即興的な展開という同様の態度

が挙げられた．例えば，ダンス作品は一方向的な振付

を指導し習得させるという関係ではなく，「作品を創っ

てる時に思うんだけど，最終的に振付をしても，最終

的にやるのはダンサーで，ダンサーのものになるよう

な気がして．」というコードに現れるようにダンサーを

尊重して創作する方法を重視するというダンス観があ

る．一方で，ダンスWSの進行時も，「子ども達から

キャッチすることでコミュニケーションとっていって

いるような感じで大体進める（省略）」と，一方向的な

指導ではなく児童を尊重するという え方を重視して

いる．

つぎに，アーティストがファシリテーターとしてダ

ンスWS実施時にのみ設定している目的に関する

コードを以下に示す．「なんか先生にならないようにし

ようって思ってるかな．あの人めっちゃ楽しそうやん

みたいな人になりたい．」というコードからは，自身の

ダンス観を反映させてダンスWSを行う姿勢ではな

く，児童に対し，先生には担うことのできない役割を

担いたいというファシリテーターとしての意識があ

る．また，「ある程度の時間使ってトレーニングしてい

くっていうカンパニーのあり方と，たった１回か２回

会ったこどもたちにダンスの楽しさを伝えるなら，良

く分からないこととかすごい時間のかかることってい

図１ 結果図
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うのは，なかなか教えづらいよね．（省略）簡単に言

えばテクニカルなことは気にしない．子どものワーク

ショップは．」と，アーティストとしての自分とファシ

リテーターとしての自分を切り替えて接していること

も確認された．

よって，アーティストはダンス観が影響した目的や

内容をダンスWS時に実施しつつも，対象者に合わ

せ，アーティストとしての自分のみならず，ファシリ

テーターとしての自分として立場を切り替えて進行を

行っていることが示された．

Ⅴ. 察

１.コンテンポラリー・ダンスの捉え方とダン

スWSの目的

本研究で対象としたアーティストのコンテンポラ

リー・ダンスの捉え方には２つの特徴があった．１つ

は，コンテンポラリー・ダンスは多様な価値観を認め

て今までダンスだと思われていなかったことをダンス

として受け入れたものである，という捉え方（概念＜発

想の転換＞）であり，もうひとつは，コンテンポラリー

・ダンスは自由なダンスである，という捉え方（概念

＜自由＞）である．

⑴ 発想の転換

例えばA2は，今まで経験してきたダンスやテレビ

で観たことのあるダンスに苦手意識を感じている児童

に対し，それらとは異なる誰でもできるダンスがある

ことを体験させることが自分のダンスWSの意義で

あると述べている．アーティストはコンテンポラ

リー・ダンスを＜発想の転換＞をすることにより多様

な価値観を認めるものと捉え，ダンスWSに際しては

児童の苦手意識を払拭する上でこのコンテンポラ

リー・ダンスの特徴を活用できると えていると え

ることができる．

ダンス授業についての実践研究を続ける中村（2012，

p.７）は，「『決まったことを覚える』（省略）というイ

メージを変えて，『自分たちが知っていたりできたりす

ることを生かせばいいんだ！』（省略）と思わせたい．」

と述べており，A2と同様の目的を設定しているといえ

る．一方，高橋は，文部科学省による「芸術表現体験

事業」で行われる芸術家によるWSと「表現」や「創

作ダンス」の学習では同様にコミュニケーション能力

の促進を目的としているが，アーティストはこの内容

を指導する際に必要な「非言語コミュニケーションや

即興的に対応したりすることにたけている（2012，p.

16）．」としている．

⑵ 自由

A1は，例えば高くてきれいなジャンプができるよう

になるということは今までの少し不格好なジャンプは

できなくなるということで，いつもその時の自分にし

かできない動きがあるということとその良さを自由に

踊ることで会得して欲しいと発言している．このよう

に，自由にダンスするという え方（概念＜自由＞）

は，ダンスWSの目的のうち，自由な発想で身体を解

放することを通して自分らしさをだすこと（概念＜自

分らしさ＞）という目的に影響していると えられる．

コンテンポラリー・ダンスを専門としたアーティス

トの１人である井手茂太のダンス観とダンス・セラ

ピーの え方が共通していることを示した平館（2013）

は，コンテンポラリー・ダンスにおけるダンス作品は，

ダンサーを縛り付けるような振付を是とせず，自由な

身体動作，「その人らしい動き」を積極的に取り入れて

いることを指摘している．＜自分らしさ＞を表現する

という目的からは，ひとつのゴールではなく個人に合

わせたゴールが生まれる．ゴールフリー型の学習は，

ダンス授業やプロセスを重視する総合的な学習の時間

において重視されている（村田，1999）．

⑶ 価値の多様さや自分らしさの尊重

ここで，これら２つの特徴を合わせて えると，アー

ティストはコンテンポラリー・ダンスを，それぞれの

独自な発想や独自の身体によって行うものと捉えてお

り，この特徴を用いて「苦手意識の払拭」を行おうと

する場合と，「自分らしさ」の解放を目的とする場合が

ある，と えることができる．この独自な発想や独自

の身体を根底に据えたコンテンポラリー・ダンスの捉

え方から生まれるダンスWSの方法論は，ダンス授業

で重要とされることと共通している．さらには，アー

ティストとしてのダンス活動の過程でこのようなダン

ス観を形成しているアーティスト達は，多様な価値観

を認めることや自分らしさを認めることを集中して追

求した経験があると推察され，価値の多様さや自分ら

しさを尊重することに対して敏感な感覚を持つのでは

ないか．そのようなコンテンポラリー・ダンスを専門

としたアーティストの特性がダンスWSで発揮され

ていると えられる．

２.ダンス作品の創作方法とダンスWSの内容

本研究で対象とした４名のアーティストのダンス作
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品の創作方法は，アーティストによって異なる特徴が

あった．しかし，一方向的な振付ではなく，ダンサー

とともに え，双方向的なコミュニケーションの上で

作品を創るという点と，その具体的な方法としてダン

サーの即興ダンスから着想するという点（概念＜ダン

サーの存在＞，概念＜遊びと即興＞，概念＜コミュニ

ケーション＞）が，ダンスWSの内容へ影響している

ことが明らかになった．

また，ダンスWS実施時は，「遊びと即興のワーク」

（概念＜遊びと即興＞）を４名全員が取り入れているこ

とが示された．

一方で，「アーティスト自身のダンスを鑑賞させる

ワーク」に関しては，ダンスWSの目的の１つである

「非日常体験」や，進行時に意識している「アーティス

トとして接する」という態度が反映されたワークであ

ると えられる（概念＜非日常体験＞，概念＜アーティ

ストとして接する＞）．しかし，「アーティスト自身の

ダンスを鑑賞させるワーク」に関する発言があったの

はA4のアーティストのみで，「遊びと即興のワーク」

に比べ，誰もが常に意識しているというわけではない

可能性が示唆された．

そして，「振付のワーク」は実施条件によっては行わ

ない場合があるというアーティストと，なるべく行わ

ないというアーティスト，対象者に意欲があれば行う

というアーティスト，振付を用いた方が身体が自由に

なると感じた場合に行うというアーティストに分かれ

た．

以上より，アーティストのダンス観が影響したワー

クは「遊びや即興のワーク」が中心であることが確認

された．また，「アーティスト自身のダンスを鑑賞させ

るワーク」については１名のアーティストがこれに

伴って生じる非日常体験という効果とその重要性につ

いて述べたが，他３名からは抽出されなかった．その

理由は，WS体験の中では自分らしさを優先して欲し

いという意図から，アーティスト自身のダンスが正解

として認識されることを懸念しているためと推測され

た．そして，「振付のワーク」に関してはダンスWSの

実施条件や対象者の様子に合わせて行うという点で，

ダンス観とは独立したワークである可能性があると

えられる．

３.即興的な展開と対象者に合わせた対応

本研究で対象としたアーティスト全員が，ダンス

WSの対象者に合わせた即興的な展開という特徴と，

対象者，環境，実施条件に合わせて内容を変更すると

いう姿勢を挙げた（概念＜対象者に合わせた即興的な

展開＞，概念＜判断材料＞）．

ロブマンとルンドクゥイスト（2016）は日常生活を

即興の連続であると捉えており，子どもたちの発言や

行動にもとづいて活動を変更できるという即興的な展

開の力は，教育者として重要な能力であると指摘し，

授業で即興を取り入れたシーンづくりを行うことは学

級創りに効果的であるとしている．前述したように，

アーティストはダンサーとともに え，ダンサーの即

興ダンスから着想するというダンス作品に関する価値

観の下，ダンス作品を創作している．アーティストは

この作品創作の経験を通して即興的に展開，対応する

力を身につけ，ダンスWSに活かしていると えるこ

とができる．臨機応変にその場に必要なことを感じ取

り，行動するというWSにおける即興的な展開の能力

には，コンテンポラリー・ダンスに共通のダンス観の

影響があると えることができる．

さらに本研究のインタビュー調査では，コンテンポ

ラリー・ダンスの作品の特徴のひとつとして，作品創

作の動機や，創作する作品の目的やテーマなどによっ

て作品に用いる動きが毎回異なることが述べられた．

これらのことから，本研究で対象としたアーティスト

は対象，目的に合わせて作品や作品の創り方自体を変

化させるべきとするダンス観を持ち，このダンス観は，

ダンスWSで対象者に合わせてワークを選び，その時

の様子に対応して進行するような即興的な展開を心が

けている態度と相互に関係していると えられる．

Ⅵ.ま と め

本研究では，コンテンポラリー・ダンスを専門とす

るアーティストのダンス観が児童を対象とした教育事

業としてのダンスWSの方法論へどのように影響し

ているのかを明らかにすることを目的に，４名のアー

ティストへのインタビュー調査と，そこで得られた発

言内容に対してM-GTAを参 とした分析を行った．

その結果，多様な価値観を認めて今までダンスだと

思われていなかったこともダンスとして受け入れると

いう姿勢や，自由な発想で身体を解放することを通し

て自分らしさを表現するというダンス観と，ダンス

WS方法論の関係が明らかとなった．これらには苦手

意識の払拭やゴールフリーなど，学校教育で行われる

ダンス授業で重視されている事柄と共通する点があっ
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た．

また，対象者に合わせた即興的な展開をする能力に

優れたアーティストはそのダンス観を主に遊びと即興

のワークに活かしており，さらには対象者に合わせる

というダンス観を基盤として，ダンス観と独立してい

るように見える方法や姿勢も，身につけていることが

示された．

注

⑴ 吉本（2008）によれば，英国のコンテンポラリー・ダン

スは，バレエと違って観客が少なかったため，多くのカン

パニーが地域での教育活動に取り組むことで普及を図

り，観客を開拓しようとしたことも，コミュニティ・ダン

スが定着した背景だとされている．

⑵ ＜特定非営利法人 芸術家と子どもたち＞1999年に発

足，2001年からNPO法人として活動を行う．現代アー

ティストと，いまの子どもたちが出会う「場づくり」を提

供する活動を行っている．

⑶ ＜NPO法人 ジャパン・コンテンポラリーダンス・

ネットワーク＞コンテンポラリー・ダンスを，「テーマや

ダンスムーブメントに同時代を感じ共感し得ることがで

き，オリジナルなムーブメントの発明・開発や，先駆的な

ダンスの価値の提示を目指すもの」と捉え，1998年より社

会とダンスの接点を創る活動を行っている．

⑷ ＜財団法人 地域創造＞1994年に設立し，地方団体の

要請に応えて文化・芸術の振興による創造性豊かな地域

づくりを支援することを目的に活動を行っている．

⑸ 修正版グラウンテッド・セオリー・アプローチ 木下

（2003；2007），戈木クレイグヒル（2012）によれば，元々

は，社会学の領域で「理論産出」型の研究の大切さを主張

したことに由来して，Straussと Glaser（1967）によって

開発されたグラウンテッド・セオリー・アプローチという

研究手法がある．この研究手法は，開発者２名の間で異な

る方向に発展し，それぞれのアプローチと，それが改善さ

れ，版が重なっていった．そしてその後，日本で開発され

たのが，修正版グラウンテッド・アプローチ（M-GTA）

である．

⑹ 信憑性 鈴木（2005）は，研究において求められる信頼

性と妥当性のうち，信頼性については，何度行っても同じ

ような結果になることとしており，質的研究においては

信頼性の確保は難しく，信憑性（作業，分析，発見などに

ついてできるだけ詳しく記述し，調査を透明化すること）

の確保の重要性を指摘している．
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